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先　　月、数十年ぶりに２度目の小学校の同期会を開
催した。連絡役の幹事は筆者が受けもった。当時は、
苦労して作成した住所録を基に往復はがきで出欠を
確認したのだが、今回は開催までの時間が無い事も
あって、その時一緒に調べた固定電話でリアルタイ
ムに連絡を取った。ところが、独身者の1/3が通じ
ない。
　さては引っ越したのかと思いきや、あれこれツテ
を頼りに所在を突き止めた所、皆携帯に移行して固
定電話を廃止していたのである、ピーク時には
６千万台を超えていた固定電話が半分近くまで落ち
込んだという統計が昨年NTTからあったが、その
固定電話離れの傾向は若者ばかりでなく筆者の世代
にもあることを図らずも思い知らされた経験だっ
た。� （A.N）

　��TEが普及し、スマホでADSLや光などの固定回
線に劣らないレベルの高速通信が可能となったた
め、回線速度という優位性は失われつつある。しか
し、通信容量の制限や接続の安定性があるため個人
的にはまだまだ固定回線は必要であるように思う。
　高画質の映像配信サービスや大容量のクラウドス
トレージなどの固定回線ならではのサービスも生ま
れている。スマホ向けのサービスは日々新しいもの

が生まれているが、スマホに負けないように固定回
線の良さを活かした魅力的なサービスやコンテンツ
が増えることを楽しみにしている。� （T.R）

　　こ１～２年で急激に警察ドラマが増えたことに
お気づきだろうか。たとえば、昨シーズンは人気の
長寿刑事ドラマが継続したまま、地上波で５本、
BSで１本の計７本が放送された。
　４月からの今シーズンでは、地上波で７本放送さ
れ、連続ドラマとしては珍しい検察モノまでBSで
始まった。数だけで見れば、毎日１本は何かしら放
送されていることになる。
　昔の刑事ドラマは、刑事が犯人を逮捕するだけの
単純な構成だったが、最近では組織内の権力闘争や
特殊部隊モノ、科学捜査モノ、仕置人モノ、取調べ
の話術や主人公の異色な個性にスポットを当てたモ
ノなど、テーマが幅広くなり、一概に「刑事ドラマ」
と呼びにくく「警察ドラマ」としたが、なぜこれほ
どまでに増えたのだろう。
　ニュースを見れば悲惨な犯罪が後を絶たず、警察
関連の番組が増えれば少しは抑止になるのではとい
う考えからか。一視聴者としては、面白いドラマが
増えるのは大歓迎だが、その背景には不安を感じざ
るを得ない。� （Y.H）
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